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長門湯本温泉では、平成２８年８月に長門市が策定した「長門湯本温泉観光まち
づくり計画」に基づき、民間・地域・行政が一体となった温泉街再生に向けた取組
が進んでいる。 
 

今回、公募型プロポーザル方式で募集を行う「長門湯本温泉観光まちづくり恩湯
等施設整備・運営事業」は、こうした公民連携の取組の中核となる事業である。温
泉街の中心で自ら収益を生み出す積極的な事業を展開することを期待する。 
 

 このため、地域に親しまれてきた「恩湯」を建て替えて拠点とし、隣接して公共が
整備する雁木広場や河川空間と合わせて、魅力的なプレイスメキングを行う。 

  事業者自身の創意工夫により、本事業の中核として魅力あふれる機能、ソフトコン
テンツを提案してほしい。 
 

地域では、新・恩湯を拠点として温泉街を楽しむ豊かなシーンを描いてきた。 
 
 

• 「元湯」である恩湯の自然湧出泉を堪能し、入湯前後には川辺や川床で 
せせらぎを楽しむ。 

• 温かい色味に照らされた町並みや橋で夜の情緒を味わう。 
• 伝統的祭りや地域の食、多様なアクティビティが体験できる四季折々の 
イベントを楽しむ。 

• ゲンジボタルが舞い、カジカの鳴き声を聴くといった四季折々の自然を 
   楽しむ。 
 

応募者は、観光まちづくり計画の趣旨やこれらの想い、募集要項等の内容を十分
に理解した上で、本事業の継続性と地域価値の向上につながることに留意し、自
身の有するノウハウやアイデアを十分に発揮して、提案していただきたい。 
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観光まちづくり計画に掲げるビジョンの実現に向け、地域経営、ランドスケープ、
金融等の専門家、地域の若手、行政が一体となった検討体制として、「デザイン会
議」を設置している。 

 

事業者は、観光まちづくりの中核事業を担う立場で、デザイン会議に出席し、司令
塔とともに会議の主導的な役割をはたすことを期待している。 
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恩湯の整備・運営事業 

 「恩湯」は、長門湯本温泉を代表し、世界へと発信する観光拠点にふさわしい温泉
建築としての個性を表現するとともに、音信川沿いの景観形成に寄与する室の高
い建築、デザインとすることを期待したい。 

Ⅰ Ⅱ 

Ⅲ Ⅳ 

（歴代の恩湯建築） 
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恩湯の整備・運営事業 

際立った特色である自然湧出の魅力を生かした提案を期待したい。 

利用料等の事業条件については、最低限の要求を満たしつつ、事業者自らがそ
の事業計画に基づき自由に設定。 

（泉源調査中間報告書より） 
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飲食物販施設の整備・運営事業 

恩湯広場に位置する飲食物販施設は、魅力的な温泉街の中心に位置し、雁木広
場や音信川を眺めることができる立地を活かし、広場の利活用による温泉街の楽
しみに彩りを加える施設である。 

 

飲食物販施設の規模・配置、営業日・営業時間、提供メニュー・販売品目について
は、事業者の提案に委ねるが、魅力的な温泉街を生み出す要素となる6つの要素

や恩湯広場を活用したイベントの開催等、広場と結びついた利活用シーンを踏ま
えた提案を行うこと。  

（長門湯本温泉観光まちづくり計画より） 
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恩湯広場の運営 

恩湯・飲食物販施設と、計画地周辺の市道、雁木広場、川床との一体感ある空間
を「恩湯広場」として構成し、公共空間、民間空間が融合し、自然を活かした魅力
的な温泉街の中心地にふさわしい雰囲気と利活用を生み出していくことを目指す。 

（長門湯本温泉観光まちづくり計画より） 
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恩湯広場の運営 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

また、恩湯や飲食施設と空間的・機能的な一体性を持ち、湯あがりを楽しみ、景色
を眺めつつ飲食等も楽しむことができる時間を味わうことのできる、そぞろ歩きの
中心地となり、萩焼きや南条踊り、住吉神社、礼湯泉源等の文化・伝統芸能・歴史
を活かすことができ、四季折々のイベントの開催すること等により、人が集い、利
活用される広場となる。  

（長門湯本温泉観光まちづくり計画より） 

雁木広場、川床を含む恩湯広場は、
眼下を流れる音信川への連続性を
持ち、竹林の階段とともに絵になる
空間を形成する。 
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川床の活用 

音信川の活用は、観光まちづくり計画の大きな要素であり、これを代表する施設と
して、恩湯広場の「川床」の運営を提案すること。 

川床においては、音信川のせせらぎを河川空間の中で感じることができ、親水で
きる豊かな時間と空間が提供される。また、季節感あふれる演出を行うなど、長門
湯本温泉を代表する景観を形成する。  

（長門湯本温泉観光まちづくり計画より） 

（社会実験により、実際に一時的な設置・運営） 
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下記用地を活用し、提案を行うことができる。 
   
  計画地A：約700m2 
  計画地B：約200m2 
  計画地C：約370m2（使用面積は、事業者の提案による） 
  計画地D：約830m2（使用面積は、事業者の提案による）  



11 

事  項 時  期 

募集要項等の公表 平成29年10月2日（月） 

現地説明会 平成29年10月8日（日） 

募集要項等に関する質問受付（第1回） 平成29年10月16日（月）～平成29年10月17日（火） 

募集要項等に関する質問回答（第1回） 平成29年10月27日（金） 

募集要項等に関する質問受付（第2回） 平成29年11月9日（木）～平成29年11月10日（金） 

募集要項等に関する質問回答（第2回） 平成29年11月17日（金） 

事業参加申込書受付 平成29年11月22日（水）～平成29年11月24日（金） 

事業提案書受付期間 平成30年1月15日（月）～平成30年1月16日（火） 

ヒアリングの実施 平成30年2月14日（水） 

優先交渉権者決定 平成30年2月下旬 

基本協定締結 平成30年3月下旬 

事業用定期借地権設定契約締結 平成30年10月以降 

平成31年内に恩湯・飲食物販施設開業 
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平成２８年８月、星野リゾートとの連携により策定。 

 「全国温泉地ランキングＴＯＰ１０」を目指し、このための戦略として、「外湯」「食べ
歩き」「文化体験」「回遊性」「絵になる場所」「休む佇む空間」の６つの要素を、長
門湯本温泉の有する資源をベースに表現し、『自然を生かした魅力的な温泉街』
を目指すことを基本戦略とする。 
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長門湯本みらいプロジェクトは、湯本温泉街みらい検討会議をベースに、より良い
未来に向けて温泉街のリノベーション進めるために、社会実験、住民説明会、
ワークショップ、イベントなど様々な活動の企画、運営、サポート、情報発信を行う
市民参加型プロジェクト。 

 これから数年かけて大きく変わろうとしている長門湯本温泉を舞台に、ここに遊び
に来る人、住む人、働く人が、楽しく豊かな時を過ごせるよう、未来の温泉街をイ
メージして体感する「おとずれリバーフェスタ」を開催するなど精力的に活動。 
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長門湯本温泉街の将来像と課題を地域内外で共有し、よりよい地域経営に向け
た検証と改善を行うことを目的に「河川空間の使いこなし」「交通再編と道路空間
プレイスメイキング」「夜間照明・夜のそぞろ歩き」を柱に、社会実験を実施。 

河川空間の使いこなし 
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交通再編と道路空間プレイスメイキング 

夜間照明・夜のそぞろ歩き 
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温泉街の景観形成に向け、住民とのワークショップを進め、年度内にはガイドライ
ンとして取りまとめる予定。 

景観ガイドライン 住民WS＆施工者WS 

住民自身も、夜間景観の形成に向け、統一デザインの「湯本提灯」を設置するな
ど気運醸成も進む。 
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山口銀行が主導し、長門湯本温泉における民間投資を促進する取組をスタート。 

また、温泉街では、空き家をリノベーションした事業を、地域の若手経営者や窯元
等が立ち上げた。 


